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近
代
日
本
研
究
第
三
十
七
巻
（
二
〇
二
〇
年
度
）

特
集

慶
應
義
塾
出
身
の
経
営
者
た
ち

創
成
期
百
貨
店
の
慶
應
義
塾
出
身
経
営
者
た
ち

平

野

隆

一

は
じ
め
に
―
―
対
象
と
課
題

日
本
に
お
い
て
、
百
貨
店
（
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
）
は
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
大
都
市
の
主
要

呉
服
店
が
業
態
転
換
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
創
成
し
た
。
そ
れ
ら
が
、
三
越
（
旧
三
井
呉
服
店
）、
白
木
屋
、
高
島
屋
、
松
屋
、
大

丸
、
十
合
、
松
坂
屋
（
旧
い
と
う
呉
服
店
）
の
七
社
で
（
1
）

あ
る
。
百
貨
店
は
、
西
洋
に
起
源
を
も
つ
当
時
に
お
け
る
最
新
の
小
売
業

態
で
あ
り
、
そ
の
導
入
に
は
各
社
の
経
営
者
の
意
思
決
定
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。

表
1
は
、
百
貨
店
七
社
の
創
成
期
（
百
貨
店
へ
の
転
換
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
）
に
お
け
る
経
営
者
を
タ
イ
プ
別
に
分
類
し
て

そ
の
数
を
累
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
経
営
者
と
は
、
社
長
、
理
事
、
支
配
人
、
取
締
役
な
ど
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
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役
職
に
あ
っ
た
者
を
指
す
（
監
査
役
は
除
く
）。「
創
業
家
」
は
百
貨
店
各
社
の
前
身
で
あ

る
呉
服
店
の
創
業
家
同
族
に
属
す
る
者
、「
旧
店
員
」
は
前
身
呉
服
店
の
生
え
抜
き
の
店

員
か
ら
百
貨
店
に
残
っ
た
者
、「
専
門
」
は
専
門
経
営
者
す
な
わ
ち
資
本
の
所
有
で
は
な

く
経
営
の
専
門
能
力
に
よ
っ
て
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
職
に
就
い
た
者
を
（
2
）

表
す
。

各
経
営
者
が
ど
の
タ
イ
プ
に
入
る
か
は
、『
人
事
興
信
録
』（
大
正
四
年
版
、
昭
和
三

（
3
）

年
版
）
や
各
社
の
（
4
）

社
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
経
歴
に
関
す
る
記
述
な
ど
か
ら
判
別
し
た
。

括
弧
内
の
数
字
は
、
各
々
の
う
ち
の
学
卒
者
（
帝
国
大
学
、
旧
制
専
門
学
校
お
よ
び
そ
れ

ら
の
前
身
校
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
出
身
者
）
の
人
数
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
2
は

学
卒
者
を
出
身
校
別
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
表
か
ら
は
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
の
専
門
経
営
者
の
進
出
度
に
関
し
て
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
三
越
、
白
木
屋
、
大
丸
は
専
門
経
営
者
が
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
う
ち
の
多
数

を
占
め
た
。
三
越
と
白
木
屋
は
、
戦
前
期
の
日
本
の
百
貨
店
業
界
を
先
導
し
た
ラ
イ
バ
ル

企
業
で
あ
り
、
大
丸
は
主
要
呉
服
店
の
中
で
は
や
や
遅
れ
て
百
貨
店
に
参
入
し
た
が
、
短

期
間
の
う
ち
に
業
態
転
換
を
し
た
企
業
で
あ
っ
た
。
一
方
、
高
島
屋
、
松
屋
、
十
合
、
松

坂
屋
は
創
業
家
出
身
者
が
優
位
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
四
社
は
、
上
記
の
期
間
に
お
け
る
専

門
経
営
者
の
累
計
が
一
名
な
い
し
ゼ
ロ
で
あ
（
5
）

っ
た
。
ま
た
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
三
社
の
う

ち
白
木
屋
と
大
丸
も
社
長
は
創
業
家
出
身
者
が
就
い
て
い
る
（
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う

表 1 創成期（～1928年）百貨店経営者（タイプ別）
（単位：人）

計

23（6）
13
31（29）
20（1）

87（36）

資料）各社社史、『人事興信録』（大正4年版、昭和3年版）など

松坂屋

5（1）
2
1（1）
4（1）

12（3）

十合

4（1）
2
0
0

6（1）

大丸

3（1）
1
5（4）
3

12（5）

松屋

4
0
1（1）
3

8（1）

高島屋

5（2）
1
1（1）
3

10（3）

白木屋

2（1）
3
7（6）
6

18（7）

三越

0
4
16（16）
1

21（16）

タイプ

創業家
旧店員
専門
不明

計
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に
白
木
屋
は
一
時
期
専
門
経
営
者
の
西
野
恵
之
助
が
社
長
に
な
っ
た
）。
森
川
英
正
に

よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
の
時
点
で
、
日
本
の
大
企
業
一
五
八
社
の
う
ち
取
締
役
に
専
門

経
営
者
が
二
名
以
上
い
る
企
業
が
一
一
二
社
（
七
一
・
五
％
）（
天
下
り
官
僚
を
含
め

る
と
一
二
七
社
、
八
〇
・
四
％
）
あ
り
、
全
体
と
し
て
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

専
門
経
営
者
の
進
出
が
見
ら
（
6
）

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
の
百
貨
店
業
界
は
、

三
越
を
例
外
と
し
て
家
族
企
業
が
優
位
な
業
界
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
（
7
）

き
る
。

第
二
に
、
学
卒
者
は
経
営
者
全
体
で
は
八
七
人
中
三
六
人
（
四
一
・
四
％
）
と
半
数

以
下
で
あ
っ
た
が
、
専
門
経
営
者
に
限
っ
て
み
る
と
三
一
人
中
二
九
人
（
九
三
・
五

％
）
と
な
り
、
専
門
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
が
学
卒
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。

第
三
に
、
学
卒
者
の
出
身
校
別
で
は
慶
應
義
塾
出
身
者
が
三
六
人
中
の
二
一
人
と
、

二
位
の
高
等
商
業
学
校
（
現
・
一
橋
大
学
）
の
四
人
を
大
き
く
引
き
離
し
て
、
圧
倒
的

多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
一
人
の
慶
應
義
塾
出
身
者
は
、

全
員
が
専
門
経
営
者
で
あ
っ
た
。

日
本
の
百
貨
店
経
営
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
個
人
の
伝
記
の
ほ
か
個
別
企
業
史

の
中
で
経
営
者
の
活
動
を
取
り
上
げ
た
も
の
も
含
め
て
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き

（
8
）

た
が
、
経
営
者
の
教
育
履
歴
、
と
り
わ
け
特
定
の
学
校
と
経
営
者
の
関
係
に
焦
点
を
当

て
た
も
の
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
本
稿
は
、
創
成
期
の
日
本
の
百
貨
店
に
お
い
て
慶

應
義
塾
出
身
の
専
門
経
営
者
が
果
た
し
た
役
割
を
概
観
す
る
と
と
も
に
（
第
二
節
）、

表 2 創成期百貨店の学卒経営者（出身校別）
（単位：人）

計

21
3
4
3
5

36

資料）『人事興信録』（大正4年版、昭和3年版）など

松坂屋

1
1
1

3

十合

1

1

大丸

3
1

1

5

松屋

1

1

高島屋

1
1
1

3

白木屋

4

1
2

7

三越

14

1

1

16

慶應義塾
早稲田大
高等商業
帝国大学
その他

計
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創
成
期
百
貨
店
経
営
者
に
慶
應
義
塾
出
身
者
が
多
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
第
三
節
）。

二

慶
應
義
塾
出
身
百
貨
店
経
営
者
の
企
業
家
活
動

表
3
は
、
表
1
お
よ
び
2
の
う
ち
慶
應
義
塾
出
身
者
の
み
を
企
業
別
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
氏
名
、
生
年
、
卒
業
年
、
百
貨
店

企
業
入
社
年
、
主
な
前
職
、
役
員
就
任
年
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

創
成
期
百
貨
店
の
慶
應
義
塾
出
身
経
営
者
は
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
就
任
ま
で
の
経
緯
か
ら
、
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に

分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
外
部
か
ら
百
貨
店
企
業
（
ま
た
は
前
身
の
呉
服
店
）
に
入
社
し
て
す
ぐ
に
取
締
役
な
ど
の
ト
ッ
プ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
職
に
就
任
し
た
者
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
を
仮
に
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
型
経
営
者
と
す
る
。
そ
の
中
で
も
、

三
越
の
高
橋
義
雄
、
日
比
翁
助
、
倉
知
誠
夫
、
白
木
屋
の
岩
橋
謹
次
郎
、
奥
田
竹
松
、
西
野
恵
之
助
、
大
丸
の
里
見
純
吉
は
、
入

社
直
後
に
理
事
、
支
配
人
、
筆
頭
取
締
役
な
ど
の
最
高
経
営
者
の
役
職
に
就
任
し
て
い
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
、
他
の
職
業
か
ら

百
貨
店
企
業
に
中
途
採
用
で
入
社
し
て
、
数
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
後
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
昇
進
し
た
者
で
あ
る
。

こ
の
タ
イ
プ
を
仮
に
移
籍
・
昇
進
型
と
す
る
。
な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
全
産
業
を
通
じ
て
広
く
普
及
す
る
よ
う
に

な
っ
た
新
卒
・
内
部
昇
進
型
経
営
者
、
す
な
わ
ち
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
企
業
に
入
社
し
て
、
一
貫
し
て
同
じ
企
業
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
で
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
昇
進
す
る
タ
イ
プ
は
、
こ
の
時
期
の
百
貨
店
企
業
に
は
ま
だ
存
在
し
な
か
（
9
）

っ
た
。

ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
型
経
営
者
の
多
く
は
、
経
営
危
機
に
あ
っ
た
企
業
に
外
部
か
ら
入
り
、
事
業
の
方
向
性
を
抜
本
的
に
転

換
す
る
改
革
を
行
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
改
革
の
代
表
例
と
し
て
、
伝
統
的
呉
服
店
か
ら
近
代
的
百
貨
店
へ
の
業
態
転
換
と
、
第
一

次
世
界
大
戦
前
後
に
お
け
る
百
貨
店
の
大
衆
化
戦
略
の
導
入
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
改
革
を
担
っ
た
経
営
者
と
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表 3 慶應義塾出身百貨店経営者

役員就任年

1895
1898
1899
1904
1906
1906
1913
1913
1918
1918
1918
1920
1923

1927

1894
1918
1921

1924

1920
1921
1923

資料）各社社史、『人事興信録』（大正4年版、昭和3年版）など空欄は資料的制約による

主な前職

三井銀行大阪支店長
三井銀行和歌山支店長
三井工業部理事
三井物産嘱託
慶應義塾幼稚舎教員
中外商業新報社長
慶應義塾職員
千代田組主
慶應義塾教員
絹糸紡績社員
村井本店理事
大阪毎日新聞社員
三井物産社員、
千代田組社員
王子製紙社員、
土佐紙会社常務取締役

岩橋リボン製織所代表
山陽鉄道社員、外交官
山陽鉄道社員、
帝国劇場専務取締役
大日本製糖社員

三越社員
慶應義塾理財科助教授、
三越社員

入社年

1895
1898
1899

1906
1906
1896
1913
1896
1907
1918
1896
1916

1927

1894
1918
1921

1921

1923

卒業年

1882
1884

1876

1889
1893
1886
1896
1890
1889
1906

1898

1879
1894
1887

1911

1906

1903

生年

1861
1860
1849
1865
1852
1859
1872
1877
1864
1866
1867
1865
1883

1878

1862
1874
1864

1892

1881
1882
1878

社名／氏名

（三越）
高橋義雄
日比翁助
朝吹英二
益田英作
酒井良明
野崎廣太
中村利器太郞
朝吹常吉
藤田一松
小田久太郞
倉知誠夫
松田政臣
北田内藏司

麻生誠之

（白木屋）
岩橋謹次郎
奥田竹松
西野恵之助

石渡泰三郞

（大丸）
森八郞助
大石喜一
里見純吉

創成期百貨店の慶應義塾出身経営者たち
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し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
三
越
（
三
井
呉
服
店
）
の
高
橋
義
雄
と
日
比
翁
助
、
白
木
屋
の
岩
橋
謹
次
郎
、
奥
田
竹
松
、
大
丸
の
里

見
純
吉
、
後
者
に
関
し
て
、
三
越
の
倉
知
誠
夫
、
白
木
屋
の
西
野
恵
之
助
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
百
貨
店
経
営
者
に
な
る
ま
で
の

経
歴
と
経
営
者
と
し
て
の
業
績
を
概
観
す
る
。

（
1
）
高
橋
義
雄
と
日
比
翁
助
（
三
越
〔
三
井
呉
服
店
〕）

高
橋
義
（
10
）

雄
は
、
慶
應
義
塾
を
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
卒
業
し
、『
時
事
新
報
』
の
論
説
記
者
と
し
て
福
沢
諭
吉
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
て
、
一
八
九
一
年
に
井
上
馨
の
勧
誘
に
よ
っ
て
三
井
銀
行
に
入
り
、
一
八
九
三

年
に
大
阪
支
店
長
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
五
年
、
高
橋
は
同
じ
三
井
家
の
事
業
で
明
治
維
新
以
来
深
刻
な
経
営
不
振
に

陥
っ
て
い
た
三
井
呉
服
店
の
経
営
改
革
を
託
さ
れ
、
同
店
の
理
事
に
就
任
し
た
。

高
橋
は
次
々
と
新
機
軸
を
打
ち
出
し
、
同
店
の
百
貨
店
化
に
つ
な
が
る
大
胆
な
改
革
を
敢
行
し
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
主
要
な
も

の
を
あ
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
（
11
）

な
る
。

①
商
品
販
売
方
法
に
お
い
て
、
従
来
の
座
売
り
か
ら
陳
列
販
売
へ
転
換
す
る
た
め
に
、
東
京
本
店
の
二
階
を
改
装
し
陳
列
場
を
開

設
し
た
。

②
店
の
会
計
方
法
を
こ
れ
ま
で
の
大
福
帳
か
ら
改
め
、
西
洋
式
簿
記
を
導
入
し
た
。

③
意
匠
部
を
新
設
し
て
呉
服
の
新
柄
を
開
発
し
、
こ
れ
に
よ
り
流
行
の
創
出
を
試
み
た
。

④
広
告
・
宣
伝
活
動
に
力
を
入
れ
、
新
柄
陳
列
会
を
開
催
し
、
当
時
の
日
本
で
は
先
駆
的
な
広
告
ビ
ラ
の
掲
示
や
Ｐ
Ｒ
誌
『
花
ご

ろ
も
』
の
発
行
な
ど
を
行
っ
た
。

⑤
有
能
な
人
材
の
登
用
、
具
体
的
に
は
学
卒
者
の
積
極
的
採
用
を
行
っ
た
。
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⑥
店
員
の
住
み
込
み
制
度
を
改
め
通
勤
制
と
し
、
年
季
奉
公
制
を
給
料
制
に
す
る
な
ど
、
労
務
管
理
の
近
代
化
を
図
っ
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
の
小
売
業
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
高
橋
は
日
本
に
お
け
る
百
貨

店
の
始
祖
と
い
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。

一
方
、
日
比
翁
（
12
）

助
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
慶
應
義
塾
を
卒
業
し
、
麻
布
天
文
台
、
モ
ス
リ
ン
商
会
勤
務
を
経
て
、

一
八
八
九
年
に
中
上
川
彦
次
郎
の
勧
誘
に
よ
り
三
井
銀
行
に
入
り
、
和
歌
山
支
店
長
に
任
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
八
年
に

高
橋
の
要
請
に
よ
っ
て
三
井
呉
服
店
へ
移
籍
し
、
同
店
副
支
配
人
と
し
て
高
橋
の
改
革
を
助
け
、
翌
年
、
高
橋
が
三
井
鉱
山
理
事

と
兼
務
に
な
っ
た
の
に
と
も
な
い
改
革
の
先
導
役
を
引
き
継
い
だ
。

ト
ッ
プ
経
営
者
に
な
っ
た
日
比
は
、
呉
服
店
の
百
貨
店
化
と
い
う
戦
略
転
換
を
明
確
に
示
し
た
。
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）

年
、
三
井
家
の
事
業
再
編
に
と
も
な
っ
て
合
名
会
社
三
井
呉
服
店
が
株
式
会
社
三
越
呉
服
店
に
改
組
さ
れ
、
日
比
は
代
表
に
当
た

る
専
務
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。
同
店
は
組
織
と
社
名
の
変
更
を
報
告
す
る
挨
拶
状
を
同
年
一
二
月
に
顧
客
、
取
引
先
へ
宛
て
送

付
し
た
が
、
そ
こ
に
は
「
当
店
販
売
の
商
品
は
今
後
一
層
其
種
類
を
増
加
し
凡
そ
衣
服
装
飾
に
関
す
る
品
目
は
一
棟
の
下
に
て
御

用
弁
相
成
り
候
様
設
備
致
し
結
局
米
国
に
行
は
る
る
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
ス
ト
ー
ア
の
一
部
を
実
現
可
致
候
事
」
と
あ
り
、
呉
服

専
門
店
か
ら
取
扱
商
品
の
幅
を
広
げ
て
百
貨
店
へ
転
換
す
る
経
営
方
針
を
明
言
し
た
。
翌
一
九
〇
五
年
一
月
に
は
、
同
じ
文
面
の

広
告
が
『
時
事
新
報
』
な
ど
全
国
の
主
要
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
三
越
の
「
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
宣
言
」

で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
同
店
は
日
本
で
最
初
の
百
貨
店
と
さ
れ
て
い
る
。
日
比
は
一
九
〇
六
年
に
欧
米
に
デ
パ
ー
ト
視
察
の
た

め
外
遊
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
ロ
ッ
ズ
を
三
越
が
目
指
す
べ
き
百
貨
店
の
モ
デ
ル
と
定
め
た
。

日
比
は
、
新
た
な
百
貨
店
の
経
営
理
念
と
し
て
「
学
俗
協
同
」
を
掲
げ
、
百
貨
店
を
単
な
る
小
売
組
織
で
は
な
く
、
国
民
を
啓

蒙
す
る
文
化
・
教
育
的
施
設
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
に
「
流
行
（
研
究
）
会
」
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を
結
成
し
、
当
時
の
著
名
な
知
識
人
（
小
説
家
の
森
鷗
外
、
教
育
者
の
新
渡
戸
稲
造
、
児
童
文
学
者
の
巌
谷
小
波
、
画
家
の
黒
田

清
輝
な
ど
）
を
集
め
て
、
文
芸
や
社
会
風
俗
の
流
行
な
ど
に
つ
い
て
研
究
討
議
し
て
も
ら
い
、
三
越
の
Ｐ
Ｒ
誌
な
ど
を
通
じ
て
社

会
に
向
け
て
情
報
発
信
し
た
。
ま
た
「
児
童
博
覧
会
」（
一
九
〇
九
年
か
ら
）
な
ど
の
文
化
的
・
啓
蒙
的
イ
ベ
ン
ト
を
次
々
と
開

催
し
て
新
し
い
時
代
の
生
活
の
あ
り
方
を
消
費
者
に
提
案
し
た
。

（
2
）
岩
橋
謹
次
郎
と
奥
田
竹
松
（
白
木
屋
）

岩
橋
謹
次
（
13
）

郎
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
五
月
に
白
木
屋
呉
服
店
の
理
事
に
就
任
し
た
。
そ
の
際
、
白
木
屋
か
ら
提
示
さ

れ
た
年
俸
は
、
二
、四
〇
〇
円
で
あ
（
14
）

っ
た
。
そ
れ
以
前
の
岩
橋
は
、
一
八
七
九
年
に
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、
北
海
道
開
拓
事
業
、

森
村
組
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
、
岩
橋
リ
ボ
ン
製
織
所
の
設
立
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
。
岩
橋
を
白
木
屋
へ
推
薦
し
た
の
は
、
彼

と
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
鴻
池
銀
行
理
事
の
原
田
次
郎
と
同
支
配
人
の
蘆
田
順
六
郎
で
あ
っ
た
と
（
15
）

い
う
。

白
木
屋
に
入
っ
た
岩
橋
は
、
同
店
の
百
貨
店
化
推
進
の
先
頭
に
立
っ
た
。
同
店
の
経
営
改
革
案
と
見
ら
れ
る
「
覚
書

一
号
」

（
明
治
三
七
年
五
月
よ
り
九
月
迄
）
に
は
、
店
則
改
正
、
帳
簿
改
正
、
寄
宿
制
廃
止
、
陳
列
の
改
良
、
事
務
の
簡
便
化
、
店
員
の

心
得
書
、
統
計
諸
表
の
作
成
、
Ｐ
Ｒ
誌
『
家
庭
の
し
る
べ
』
創
刊
、
資
産
の
整
理
な
ど
の
提
言
が
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
大
村
家

（
白
木
屋
）
に
関
し
て
「
本
店
ト
云
フ
モ
ノ
ナ
シ
、
京
都
ノ
住
宅
ヲ
或
ハ
本
店
ト
云
ヘ
リ
、
京
都
住
宅
ノ
一
部
仕
入
店
ハ
東
京
仕

入
部
ノ
出
張
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
当
時
の
白
木
屋
が
完
全
に
家
族
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
（
16
）

か
る
。
こ
の

文
書
の
起
草
者
は
不
明
だ
が
、
作
成
の
日
付
が
岩
橋
の
入
店
直
後
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
店
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
就
任
し
た
岩
橋
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
た
提
言
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
後
数
年
の
間

に
実
施
さ
れ
た
（『
家
庭
の
し
る
べ
』
の
創
刊
は
一
九
〇
四
年
七
月
）。
さ
ら
に
、
岩
橋
は
雑
貨
部
の
充
実
に
力
を
入
れ
、
取
り
扱
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い
品
目
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
呉
服
専
門
店
か
ら
百
貨
店
へ
の
転
換
を
推
し
進
（
17
）

め
た
。

そ
の
後
、
岩
橋
は
病
気
の
た
め
一
時
相
談
役
に
退
い
た
が
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
支
配
人
と
し
て
現
場
復
帰
し
、
店

務
を
統
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
一
九
一
一
年
に
は
、
本
店
の
大
増
築
に
着
手
し
、
業
界
初
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
収
容

人
員
二
百
数
十
名
の
余
興
場
な
ど
を
備
え
た
大
店
舗
を
完
成
さ
せ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
二
年
、
朝
鮮
支
店
設
立
の
た
め
京
城

（
現
ソ
ウ
ル
）
へ
の
出
張
中
に
当
地
で
倒
れ
、
岩
橋
は
白
木
屋
の
百
貨
店
化
の
最
終
的
な
実
現
を
見
ぬ
ま
ま
こ
の
世
を
去
（
18
）

っ
た
。

奥
田
竹
（
19
）

松
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
、
白
木
屋
の
店
主
大
村
彦
太
郎
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
富
士
瓦
斯
紡
績
社
長
和
田

豊
治
の
推
薦
に
よ
っ
て
同
店
に
入
り
、
専
務
理
事
に
就
任
し
た
。
奥
田
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
慶
應
義
塾
大
学
部
文
学

科
を
卒
業
し
た
後
、
山
陽
鉄
道
に
入
社
し
た
。
ま
た
、
一
八
九
七
年
に
は
、
福
沢
諭
吉
か
ら
『
全
集
』
刊
行
へ
の
協
力
を
依
頼
さ

れ
、
福
沢
の
著
書
の
収
集
、
目
録
作
成
に
携
わ
っ
た
。
一
八
九
八
年
に
文
官
高
等
試
験
に
合
格
し
て
外
務
省
に
入
り
、
外
交
官
と

し
て
仁
川
、
天
津
、
漢
口
、
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
の
在
外
公
館
に
赴
任
し
、
白
木
屋
入
店
の
直
前
に
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
総
領
事
を
務
め

て
い
た
。

白
木
屋
に
入
っ
た
奥
田
は
、
同
社
の
近
代
化
を
積
極
的
に
進
め
た
。
外
務
省
か
ら
部
下
数
人
を
入
店
さ
せ
た
の
を
は
じ
め
と
し

て
学
卒
者
を
積
極
的
に
採
用
し
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
部
門
別
組
織
を
導
入
す
る
大
改
革
を
行
い
、
欧
米
の
デ
パ
ー
ト
メ

ン
ト
ス
ト
ア
と
類
似
の
組
織
を
確
立
し
た
。
さ
ら
に
同
年
、
店
舗
の
増
改
築
を
行
い
、
ル
ネ
サ
ン
ス
式
四
階
建
の
新
店
舗
が
竣
工

し
た
。
そ
し
て
一
九
一
九
年
、
白
木
屋
は
株
式
会
社
に
改
組
さ
れ
、
創
業
家
の
十
代
大
村
彦
太
郎
が
社
長
に
な
り
、
奥
田
は
専
務

取
締
役
に
就
任
し
た
。
岩
橋
に
よ
っ
て
端
緒
を
開
か
れ
た
白
木
屋
の
百
貨
店
化
は
、
奥
田
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
、
奥
田
は
流
行
発
信
力
強
化
の
た
め
、
花
柳
界
へ
の
宣
伝
・
売
り
込
み
に
力
を
入
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
戦
略
は
一
定
の

創成期百貨店の慶應義塾出身経営者たち

89



効
果
を
あ
げ
た
反
面
、
経
費
の
膨
張
を
招
き
、
後
に
白
木
屋
の
経
営
を
苦
境
に
陥
れ
る
原
因
に
も
な
っ
た
と
さ
（
20
）

れ
る
。

（
3
）
里
見
純
吉
（
大
丸
）

里
見
純
（
21
）

吉
は
、
大
丸
の
下
村
正
太
郎
社
長
か
ら
の
懇
請
を
受
け
て
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
同
社
に
入
社
し
上
席
専
務
取

締
役
に
就
任
し
た
。
里
見
は
苦
学
し
て
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
慶
應
義
塾
大
学
部
理
財
科
を
卒
業
し
た
。
彼
は
幼
少
期
に

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
洗
礼
を
受
け
、
義
塾
在
学
中
の
一
八
九
八
年
に
は
彼
が
中
心
と
な
り
塾
内
に
基
督
教
教
育
会
を
設
立

（
22
）

し
た
。
卒
業
後
は
義
塾
の
舎
監
、
商
業
夜
学
校
教
師
に
（
23
）

な
り
、
一
時
志
願
兵
と
し
て
軍
に
入
隊
し
た
が
、
義
塾
に
戻
り
理
財
科
助

教
授
と
し
て
教

を
執
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
殖
民
会
社
に
入
り
、
そ
の
神
戸
支
店
長
を
務
め
た
。
一
九
〇
六
年
に
三
越
に
入

社
、
本
店
営
業
部
次
長
、
雑
貨
部
長
、
本
部
秘
書
課
長
な
ど
を
歴
任
し
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
は
百
貨
店
視
察
の
た
め
欧

米
出
張
し
て
い
る
。
一
九
二
一
年
に
三
越
を
退
社
。
店
員
の
待
遇
改
善
、
週
休
制
を
提
案
し
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
退
社
の
動
機
で
あ
る
と
さ
（
24
）

れ
る
。

里
見
が
入
社
し
た
当
時
の
大
丸
は
、
株
式
会
社
組
織
へ
転
換
（
一
九
二
〇
年
）
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
社
内
文
化
は
依
然
と

し
て
旧
来
の
呉
服
店
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
里
見
は
職
務
規
程
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
従
業
員
の
福
利
厚
生
を
整
備
し
、
近
代
的
雇
用
関
係
を
確
立
し
た
。
ま
た
、
部
門
制
度
分
業
主
義
の
徹
底
と
仕
入
部
門
の
整

備
を
通
じ
て
、
経
営
の
近
代
化
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
は
、
定
款
の
営
業
目
的
を
こ
れ
ま
で
の

「
織
物
類
ヲ
主
ト
シ
タ
ル
百
貨
店
ノ
経
営
」
か
ら
「
百
貨
陳
列
販
売
業
（
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
ス
ト
ア
ノ
営
業
）」
と
改
定
し
、
さ

ら
に
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
商
号
の
「
株
式
会
社
大
丸
呉
服
店
」
か
ら
「
呉
服
店
」
を
外
し
た
。
三
越
、
白
木
屋
と
比
較
し

て
呉
服
店
か
ら
の
脱
却
で
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
大
丸
は
、
里
見
の
入
社
に
よ
っ
て
短
期
間
の
う
ち
に
百
貨
店
へ
の
転
換
を
果
た
し
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た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
4
）
倉
知
誠
夫
（
三
越
）
と
西
野
恵
之
助
（
白
木
屋
）

第
一
次
世
界
大
戦
前
後
に
お
い
て
、
百
貨
店
の
顧
客
層
を
そ
れ
ま
で
の
上
層
か
ら
中
間
層
に
ま
で
拡
大
す
る
い
わ
ゆ
る
大
衆
化

戦
略
を
導
入
し
た
の
が
、
三
越
の
倉
知
誠
夫
と
白
木
屋
の
西
野
恵
之
助
で
あ
る
。

倉
知
誠
（
25
）

夫
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
三
越
に
入
社
し
常
務
取
締
役
と
な
り
、
翌
年
、
当
時
同
社
の
実
質
的
ト
ッ
プ
経
営

者
の
役
職
で
あ
る
筆
頭
常
務
取
締
役
に
就
任
し
、
さ
ら
に
翌
一
九
二
〇
年
に
は
専
務
取
締
役
に
な
っ
た
。
倉
知
は
一
八
九
〇
（
明

治
二
三
）
年
に
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
五
年
間
商
業
に
従
事
し
、
帰
国
後
明
治
火
災
保
険
の
京
都
支
店
長
を

務
め
、
ま
た
英
米
煙
草
会
社
の
韓
国
に
お
け
る
一
手
販
売
を
託
さ
れ
倉
知
商
会
を
創
立
し
た
。
さ
ら
に
三
越
へ
入
社
し
た
と
き
に

は
共
同
火
災
保
険
会
社
の
専
務
取
締
役
を
務
め
て
い
た
。

倉
知
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
い
て
物
価
高
騰
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
三
越
の
大
衆
化
を
図
っ
た
。
一
九
一

九
（
大
正
八
）
年
一
一
月
に
「
木
綿
デ
ー
」
と
称
す
る
実
用
品
（
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
、
履
物
、
鰹
節
、
鉄
製
鍋
、
食
器
類
な
ど
）

を
廉
売
す
る
催
し
を
開
き
、
一
九
二
二
年
に
は
本
店
内
に
「
三
越
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
廉
売
品
売
場
を
新
設
し
た
。

さ
ら
に
、
関
東
大
震
災
後
の
復
興
過
程
に
は
東
京
市
内
各
所
（
小
石
川
、
青
山
、
本
郷
、
銀
座
、
牛
込
、
浅
草
な
ど
）
に
生
活

必
需
品
、
実
用
品
販
売
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
設
置
す
る
連
鎖
店
（
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
）
の
展
開
と
い
う
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
倉
知

は
『
中
外
商
業
新
報
』（
一
九
二
四
年
九
月
一
〇
日
）
に
「
近
年
面
目
を
改
め
た
わ
が
国
の
百
貨
店
―
―
チ
ェ
ー
ン
・
ス
ト
ア
は

大
敵
―
―
」
と
い
う
記
事
を
寄
稿
し
て
、
そ
の
中
で
「
米
国
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
・
ス
ト
ア
の
如
き
も
の
が
若
し
日
本
に
発
達
す

る
と
せ
ば
そ
れ
こ
そ
百
貨
店
と
し
て
は
一
大
強
敵
で
あ
る
（
中
略
）
わ
が
百
貨
店
は
こ
れ
と
対
抗
上
ま
す
ま
す
研
究
を
要
す
る
の
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で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
近
い
将
来
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
勃
興
を
予
想
し
て
、
先
手
を
打
っ
て
百
貨
店
が
自
ら

チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
に
備
え
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

西
野
恵
之
（
26
）

助
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
和
田
豊
治
の
推
薦
に
よ
り
白
木
屋
へ
招
か
れ
同
社
で
初
め
て
の
創
業
家
以
外

か
ら
の
社
長
に
就
任
し
た
。
彼
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
慶
應
義
塾
に
入
学
、
在
塾
中
に
は
福
沢
が
主
催
す
る
私
的
な
勉

強
会
「
土
曜
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
も
名
前
を
連
（
27
）

ね
た
。
西
野
は
、
一
八
八
七
年
に
義
塾
本
科
を
卒
業
す
る
と
、
福
沢
の
推
薦
で
中

上
川
彦
次
郎
が
社
長
を
務
め
る
山
陽
鉄
道
に
入
社
し
た
。
同
社
が
解
散
し
た
一
九
〇
六
年
に
は
荘
田
平
五
郎
の
勧
誘
に
よ
っ
て
帝

国
劇
場
の
創
立
委
員
に
加
わ
り
、
翌
年
、
同
劇
場
が
設
立
さ
れ
る
と
そ
の
専
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
は
、
東
京
海
上
保

険
（
現
・
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
）
営
業
部
長
、
明
治
火
災
保
険
支
配
人
、
東
洋
製
鉄
常
務
取
締
役
な
ど
を
歴
任
し
て
い
た
。

西
野
は
白
木
屋
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
。
ま
ず
店
員
教
育
に
力
を
入
れ
、
自
ら
執
筆
し
た
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
「
店
員
の
心
得
」
を
全
店
員
に
配
布
し
、
店
員
の
投
票
に
よ
る
模
範
店
員
の
表
彰
制
度
を
新
設
し
た
。
ま
た
、
社
内
報

『
白
木
週
報
』
を
創
刊
し
、
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、
流
行
研
究
の
た
め
に
外
部
の
専

門
家
（
洋
画
家
の
和
田
英
作
、
浮
世
絵
師
の
鳥
居
清
忠
、
演
劇
評
論
家
の
伊
坂
梅
雪
な
ど
）
を
招
い
て
「
新
潮
会
」
と
い
う
三
越

の
「
流
行
研
究
会
」
と
似
た
組
織
を
新
設
し
た
り
、
京
都
の
有
力
染
織
業
者
を
集
め
て
京
都
白
美
会
と
い
う
染
織
研
究
会
を
組
織

し
た
り
す
る
な
ど
、
流
行
の
発
信
や
商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
た
。

し
か
し
、
西
野
の
企
業
家
活
動
と
し
て
よ
り
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
百
貨
店
本
来
の
高
級
品
販
売
を
維
持
し
つ
つ
、
都
市
中
間

層
の
登
場
と
人
口
の
郊
外
化
を
見
越
し
て
白
木
屋
に
大
衆
化
戦
略
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
呉
服
、
日
用
家

庭
雑
貨
な
ど
の
廉
売
や
既
製
洋
服
の
陳
列
販
売
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
以
降
、
東
京
駅
前
の
丸
ビ

ル
、
神
戸
実
業
銀
行
内
や
東
京
市
内
に
出
張
店
を
開
設
し
チ
ェ
ー
ン
化
の
端
緒
を
開
い
た
。
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倉
知
と
西
野
の
チ
ェ
ー
ン
化
（
多
店
舗
化
）
戦
略
が
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
い
ず
れ
も
彼
ら
が
退
任
し
た

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
二
人
の
先
見
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
5
）
中
村
利
器
太
郎
（
三
越
）
と
石
渡
泰
三
郎
（
白
木
屋
）

一
方
、
移
籍
・
昇
進
型
の
経
営
者
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
堅
実
な
実
務
家
タ
イ
プ
が
多
く
、
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
型
経
営

者
を
補
佐
し
、
自
身
が
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
昇
進
し
た
後
に
は
大
き
な
戦
略
転
換
よ
り
も
む
し
ろ
漸
進
的
改
革
の
担
い
手

と
な
っ
た
。
代
表
的
な
例
と
し
て
、
三
越
の
中
村
利
器
太
郎
と
白
木
屋
の
石
渡
泰
三
郎
が
あ
げ
ら
れ
る
。

中
村
利
器
太
（
28
）

郎
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
三
井
呉
服
店
に
入
店
し
た
。
彼
は
、
一
八
八
六
年
に
慶
應
義
塾
に
職
員
と

し
て
雇
用
さ
れ
、
そ
の
執
務
の
余
暇
に
義
塾
の
授
業
を
聴
講
し
て
い
た
が
、
一
八
八
九
年
に
執
務
を
辞
し
て
正
規
の
塾
生
と
な
り

昼
夜
苦
学
し
て
同
年
冬
に
卒
業
し
た
。
卒
業
後
は
、
約
六
年
間
義
塾
の
会
計
係
と
し
て
勤
め
た
。
そ
し
て
、
高
橋
義
雄
の
勧
誘
に

よ
り
、
義
塾
職
員
か
ら
三
井
呉
服
店
へ
転
職
し
た
。

三
井
呉
服
店
に
入
っ
た
中
村
は
、
計
算
課
に
配
属
さ
れ
、
前
述
の
高
橋
が
打
ち
出
し
た
会
計
方
法
の
改
革
（
大
福
帳
か
ら
西
洋

式
簿
記
へ
の
転
換
）
を
推
進
し
た
。
そ
の
執
務
ぶ
り
が
高
橋
に
認
め
ら
れ
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
京
都
支
店
長
に
抜
擢

さ
れ
た
。
京
都
支
店
は
、
土
地
柄
の
影
響
も
あ
り
旧
習
に
囚
わ
れ
経
営
が
停
滞
し
て
い
た
が
、
中
村
は
こ
れ
を
改
革
し
同
支
店
の

業
績
を
回
復
さ
せ
た
。

さ
ら
に
中
村
は
、
日
比
翁
助
の
意
を
受
け
て
大
阪
支
店
の
再
開
に
尽
力
し
た
。
同
支
店
は
、
前
述
し
た
一
九
〇
四
年
の
合
名
会

社
か
ら
株
式
会
社
へ
の
組
織
改
編
の
際
に
、
東
京
本
店
に
全
力
を
集
中
す
る
よ
う
に
と
の
創
業
家
の
三
井
家
か
ら
の
要
請
に
よ
り

閉
鎖
し
て
い
た
が
、
同
支
店
の
再
開
を
期
し
て
い
た
日
比
は
中
村
を
そ
の
任
に
当
た
ら
せ
た
。
京
都
、
大
阪
両
支
店
の
兼
任
支
店
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93



長
と
な
っ
た
中
村
の
奮
闘
に
よ
り
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
五
月
、
大
阪
支
店
は
つ
い
に
再
開
の
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
中
村
は
、
高
橋
、
日
比
の
改
革
を
補
佐
し
、
成
功
へ
導
い
た
の
で
あ
る
。

中
村
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
常
務
取
締
役
に
な
っ
た
。
入
社
一
七
年
目
に
し
て
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
昇
進
し
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
一
時
取
締
役
を
外
れ
た
が
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
専
務
と
し
て
取
締
役
に
復
帰
し
、
一
九
三
四

年
、
会
長
に
就
任
し
た
。

石
渡
泰
三
（
29
）

郎
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
、
義
父
の
西
野
恵
之
助
に
招
か
れ
白
木
屋
に
入
社
し
た
。
石
渡
は
一
九
一
一

（
明
治
四
四
）
年
に
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、
大
日
本
製
糖
に
勤
務
し
て
い
た
。
同
年
に
外
部
か
ら
社
長
に
就
任
し
た
西
野
が
、
経

営
改
革
を
遂
行
す
る
上
で
信
頼
で
き
る
側
近
と
し
て
彼
を
呼
び
寄
せ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

翌
一
九
二
二
年
、
石
渡
は
白
木
屋
社
員
と
し
て
初
め
て
百
貨
店
事
業
視
察
の
た
め
欧
米
へ
派
遣
さ
れ
た
。
八
ヶ
月
に
わ
た
り
欧

米
百
貨
店
の
組
織
、
販
売
方
法
、
接
客
な
ど
に
つ
い
て
視
察
を
続
け
、
そ
の
成
果
は
『
白
木
週
報
』
な
ど
を
通
じ
て
日
本
の
本
社

に
も
た
ら
さ
れ
、
同
社
の
業
務
改
善
の
参
考
資
料
と
し
て
貢
献
し
た
。

石
渡
は
欧
米
か
ら
帰
国
し
た
一
九
二
三
年
に
新
設
の
支
配
人
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
大
阪
支
店
長
を
兼
任
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
任
期
中
に
同
支
店
に
お
け
る
土
足
入
店
の
開
始
（
一
九
二
五
年
）
と
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
設
置
（
同
年
）
を
行
っ
た

が
、
後
者
は
日
本
の
百
貨
店
業
界
に
お
い
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
と
さ
（
30
）

れ
る
。

石
渡
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
常
務
取
締
役
と
し
て
東
京
本
社
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
同
社
は
当
時
、
関
東
大
震
災

後
の
不
況
下
で
経
営
不
振
に
陥
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
彼
が
主
張
す
る
積
極
的
経
営
政
策
は
緊
縮
的
政
策
に
よ
り

経
営
危
機
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
西
野
社
長
の
方
針
と
相
容
れ
な
く
な
り
、
石
渡
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
白
木
屋
を
退
社

す
る
こ
と
に
な
（
31
）

っ
た
。
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三

な
ぜ
創
成
期
百
貨
店
に
慶
應
義
塾
出
身
者
が
多
か
っ
た
の
か
？

す
で
に
見
た
と
お
り
、
創
成
期
の
百
貨
店
の
専
門
経
営
者
に
は
慶
應
義
塾
出
身
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し

て
、
本
稿
は
次
の
三
つ
の
仮
説
を
提
示
す
る
。（
1
）
経
営
改
革
の
た
め
に
西
洋
知
識
が
必
要
と
さ
れ
た
、（
2
）
慶
應
義
塾
の
創

設
者
・
福
沢
諭
吉
の
実
業
思
想
の
影
響
が
あ
っ
た
、（
3
）
実
業
界
に
お
け
る
慶
應
義
塾
の
先
輩
・
後
輩
関
係
が
機
能
し
た
。
以

下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
い
く
。

（
1
）
経
営
改
革
の
た
め
の
西
洋
知
識

前
述
の
と
お
り
、
百
貨
店
は
西
洋
起
源
の
当
時
最
新
の
小
売
業
態
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
導
入
お
よ
び
経
営
に
は
、
外
国
語
能

力
を
含
む
西
洋
知
識
が
必
須
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
慶
應
義
塾
は
日
本
に
お
け
る
西
洋
的
な
近
代
教
育
機
関
の
先
駆
で
あ
り
、
そ

の
教
科
内
容
は
西
洋
の
学
問
・
知
識
の
習
得
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
表
4
に
示
し
た
の
は
、
当
時
に
お
け
る
慶
應
義
塾
の
教
科

内
容
の
例
で
あ
る
。
授
業
は
英
書
の
講
読
が
中
心
で
、
経
済
や
法
律
の
原
論
、
歴
史
、
数
学
な
ど
の
科
目
と
並
ん
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
直
接
関
連
す
る
簿
記
、
商
業
地
理
、
商
法
な
ど
の
科
目
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。

実
践
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
知
識
と
し
て
、
特
に
重
視
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
が
西
洋
式
簿
記
で
あ
っ
た
。
三
井
呉
服
店
の
高
橋
義
雄

は
、
同
店
の
会
計
方
法
の
改
革
の
た
め
に
「
簿
記
を
心
得
た
人
物
の
必
要
を
感
じ
」、
慶
應
義
塾
の
後
輩
で
あ
る
中
村
利
器
太
郎

と
藤
田
一
松
を
採
用
し
た
と
語
っ
て
（
32
）

い
る
。
慶
應
義
塾
は
、
福
沢
諭
吉
が
『
帳
合
之
法
』
の
刊
行
（
一
八
七
三
〜
四
年
）
に
よ
っ

て
日
本
に
初
め
て
西
洋
式
簿
記
を
紹
介
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
簿
記
教
育
に
関
し
て
も
当
時
の
日
本
に
お
け
る
屈
指
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の
学
校
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
西
洋
の
学
問
を
学
ん
だ
慶
應
義
塾
出
身
者
は
海
外
志
向
が
強
い

者
が
多
く
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
百
貨
店
経
営
者
の
中
に
も
、
当
時
稀
少

だ
っ
た
洋
行
経
験
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
高
橋
義
雄
と
岩
橋

謹
次
郎
は
、
い
ず
れ
も
一
八
八
〇
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ
の
イ
ー
ス
ト
マ

ン
・
カ
レ
ッ
ジ
へ
留
学
し
て
（
33
）

お
り
、
朝
吹
常
吉
は
一
八
九
六
年
か
ら
九
八

年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
な
ど
で
学
ん
で
（
34
）

い
る
。

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
奥
田
竹
松
は
外
交
官
と
し
て
朝
鮮
、
中
国
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
に
駐
在
し
、
倉
知
誠
夫
は
商
業
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に

五
年
間
滞
在
し
た
経
験
を
も
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
高
橋
は
一
八
九
八

（
明
治
三
一
）
年
に
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
た
後
、
ア
メ

リ
カ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
商
業
機
関
を
積
極
的
に
視
察
し
て
回

り
、
そ
の
際
、
当
時
ア
メ
リ
カ
一
と
い
わ
れ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
百

貨
店
ワ
ナ
メ
ー
カ
ー
を
見
学
し
た
こ
と
が
後
の
三
井
呉
服
店
改
革
の
基
に

な
っ
た
と
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

百
貨
店
は
当
時
米
国
で
も
未
だ
珍
し
い
小
売
方
法
で
、
是
れ
は
後
来

必
ず
日
本
に
も
伝
来
す
べ
き
だ
ら
う
と
思
っ
た
か
ら
、
私
は
四
五
日

表 4 慶應義塾の教科課程（明治期）

本科課程大概（1881年）

4等 ハウセット『経済論』、ギゾー『文明史』、法律原論、簿記
3等 ベイン『心身論』、ボーエン『経済論』、ベンサム『MoralsandLegislations』、代数
2等 ロジック、ミル『代議政体』、幾何
1等 セボン『英国政体論』、ミル『自由論』、三角術

出所）明治14年12月改正『慶應義塾社中之約束』より

理財科教課内容（1890年）

第1年 経済学元理、近世経済史、簿記、商業地理、民法
第2年 財政論、保護及自由貿易史、簿記、民法、商法
第3年 経済学諸派概論、保険・銀行・関税・租税各疑問研窮

国際公法、国際私法、憲法及行政法、統計学
各学年 英作文、日本作文、独仏語など

出所）『慶應義塾百年史』上巻、1958年、426頁、同、大学編、1962年、203頁。
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間
に
亘
っ
て
之
を
調
査
し
た
が
、
此
頃
は
米
国
に
於
て
未
だ
彼
の
チ
ェ
ン
・
ス
ト
ア
ー
の
仕
組
が
発
達
し
な
か
っ
た
の
で
、

百
貨
店
が
地
方
の
註
文
を
受
け
て
貨
物
を
送
り
出
す
場
合
が
頗
る
多
く
、
此
時
ワ
ナ
メ
ー
カ
ー
の
支
配
人
の
語
る
所
に
拠
れ

ば
、
当
店
が
毎
日
地
方
へ
発
送
す
る
貨
物
は
凡
そ
三
万
六
千
個
に
上
る
と
云
ふ
事
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
余
り
珍
し
く
も
な

い
が
、
店
員
が
来
客
に
買
っ
た
勘
定
書
と
現
金
と
を
遠
方
の
帳
場
に
送
り
、
其
受
取
や
釣
銭
な
ど
を
例
の
針
金
伝
へ
に
往
復

す
る
仕
掛
は
、
当
時
非
常
に
物
珍
し
く
感
じ
、
殊
に
婦
人
の
店
員
が
大
い
に
活
動
す
る
の
を
見
て
、
是
れ
は
私
等
が
未
だ
見

た
事
の
な
い
婦
人
の
職
業
で
、
後
来
必
ず
日
本
に
輸
入
せ
ら
る
る
方
法
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
た
が
、
私
が
明
治
二
十
六
年
三

井
銀
行
大
阪
支
店
長
時
代
に
、
始
め
て
婦
人
を
銀
行
の
金
銭
出
納
係
に
採
用
し
、
又
三
井
呉
服
店
を
改
革
し
て
百
貨
店
の
端

緒
を
開
い
た
の
も
、
皆
な
此
の
ワ
ナ
メ
ー
カ
ー
観
察
の
結
果
が
、
偶
然
に
も
事
実
に
現
は
れ
た
次
第
で
（
35
）

あ
る
。

し
か
し
、
と
り
わ
け
創
成
期
の
業
界
に
お
い
て
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
求
め
ら
れ
た
の
は
実
務
的
な
知
識
よ
り
も
む
し

ろ
、
旧
弊
を
打
破
し
て
革
新
を
行
う
思
考
態
度
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
慶
應
義
塾
出
身
者
が
各
企
業
か
ら
勧
誘
さ
れ
た
の

は
、
新
し
い
西
洋
の
学
問
を
選
択
し
た
こ
と
自
体
が
進
取
の
気
性
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
の
表
れ
と
受
け
取
ら
れ
た
た
め
と
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。（

2
）
福
沢
諭
吉
の
実
業
思
想
の
影
響

し
か
し
、
西
洋
の
知
識
や
新
し
い
思
考
態
度
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
慶
應
義
塾
以
外
の
高
等
教
育
機
関
、
た
と
え
ば
帝
国
大

学
や
高
等
商
業
の
出
身
者
も
同
様
に
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
創
成
期
の
百
貨
店
経
営
者
に
関
し

て
、
慶
應
義
塾
出
身
者
が
他
の
学
校
の
出
身
者
よ
り
も
著
し
く
多
か
っ
た
の
は
何
故
か
。
そ
こ
で
、
第
二
の
仮
説
と
し
て
考
え
ら
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れ
る
の
が
、
福
沢
諭
吉
の
実
業
思
想
の
影
響
で
あ
る
。

福
沢
諭
吉
の
実
業
思
想
と
は
何
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
一
八
九
三
年
に
書
か
れ
た
『
実
業
論
』
の
記
述
に
よ
っ
て
見
て
み

る
。福

沢
は
、
こ
の
中
で
当
時
の
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

…
…
今
日
我
日
本
国
の
全
面
を
通
覧
し
て
政
法
、
教
育
等
の
実
際
を
視
察
し
た
ら
ん
に
は
、
殆
ん
ど
西
洋
の
文
明
国
に
対
し

て
愧
る
所
な
き
の
み
か
、
却
て
誇
る
べ
き
も
の
こ
そ
多
き
は
内
外
人
の
許
す
所
に
し
て
（
中
略
）
顧
み
て
実
業
社
会
商
工
の

有
様
を
見
れ
ば
、
そ
の
進
歩
の
遅
々
た
る
唯
憐
む
べ
き
（
36
）

の
み
。

而
し
て
そ
の
人
物
如
何
を
尋
れ
ば
、
嘗
て
学
問
上
の
教
育
な
き
は
勿
論
、
天
稟
の
気
品
さ
え
甚
だ
高
か
ら
ず
し
て
、
畢
生
の

心
事
、
唯
目
前
の
銭
あ
る
を
知
て
他
を
知
ら
ず
、
甚
だ
し
き
は
目
に
一
丁
字
を
弁
え
ざ
る
の
み
か
耳
に
人
の
言
を
聞
て
も
坊

間
の
俗
談
に
非
ざ
る
よ
り
以
上
は
そ
の
意
味
を
解
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
程
の
下
郎
に
し
て
一
大
家
の
主
公
と
称
し
、
居
然
世

に
処
し
て
商
売
社
会
の
運
動
を
左
右
す
る
者
（
37
）

あ
り
。

要
す
る
に
、
維
新
後
四
半
世
紀
を
経
た
日
本
は
、
政
治
、
法
律
、
教
育
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
は
西
洋
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い

ほ
ど
の
発
展
を
遂
げ
た
が
、
他
方
に
お
い
て
実
業
・
商
工
経
済
の
分
野
の
遅
れ
は
嘆
か
わ
し
い
ほ
ど
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
背
景
と
し
て
福
沢
は
、
当
時
の
実
業
の
担
い
手
た
ち
が
教
育
と
気
品
に
欠
け
、
眼
前
の
金
銭
に
し
か
関
心
を
も
た
な
い
よ
う

な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
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そ
れ
で
は
新
時
代
の
実
業
は
ど
の
よ
う
な
人
物
が
担
う
べ
き
か
。
福
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

…
…
然
る
に
今
日
の
商
売
工
業
は
外
国
貿
易
の
刺
衝
に
迫
ら
れ
て
一
事
一
物
も
そ
の
影
響
を
被
ら
ざ
る
も
の
な
く
、
退
て
蟄

す
る
者
は
亡
び
、
進
ん
で
動
く
者
は
栄
ゆ
る
の
形
勢
な
れ
ば
、
今
後
の
商
権
は
果
た
し
て
何
れ
の
手
に
帰
す
る
べ
き
や
多
言

を
俟
た
ず
し
て
知
る
べ
し
（
中
略
）
整
々
の
陣
、
堂
々
の
旗
を
押
し
立
て
ゝ
商
工
の
戦
場
に
向
い
、
能
く
之
を
指
揮
し
又
能

く
そ
の
指
揮
に
従
て
運
動
す
る
者
は
、
唯
近
時
の
教
育
を
経
た
る
学
者
あ
る
の
み
、
我
輩
は
之
に
依
頼
し
て
我
実
業
の
発
達

を
期
す
る
者
な
り
。
文
明
世
界
の
実
業
を
進
め
ん
と
な
ら
ば
、
必
ず
教
育
を
経
た
る
士
流
学
者
に
依
頼
せ
ざ
る
べ
か
（
38
）

ら
ず
。

す
な
わ
ち
、
新
し
い
教
育
を
受
け
た
学
者
（
知
識
人
）
こ
そ
、
実
業
の
実
権
を
担
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
士

流
学
者
」
と
あ
る
の
は
福
沢
の
造
語
で
あ
り
、
士
流
と
は
サ
ム
ラ
イ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
つ
ま
り
公
益
精
神
を
も
つ
こ
と
を
指
し
、

し
た
が
っ
て
公
益
心
と
最
新
の
西
洋
の
学
問
知
識
を
兼
備
し
た
者
の
こ
と
を
意
味
し
た
。

し
か
し
、
官
尊
民
卑
の
風
潮
が
強
い
当
時
に
あ
っ
て
、
帝
国
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
で
学
ん
だ
知
識
人
の
多
く
は
、
就
職

先
と
し
て
官
界
、
法
曹
界
、
言
論
界
な
ど
を
志
向
し
、
民
間
企
業
は
忌
避
さ
れ
が
ち
で
あ
（
39
）

っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
福
沢
は
門
下

生
た
ち
に
対
し
て
積
極
的
に
実
業
の
世
界
へ
出
て
、
遅
れ
た
商
工
業
の
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
を
慫
慂
し
た
。

こ
の
よ
う
な
福
沢
の
思
想
の
影
響
は
、
一
八
九
〇
年
代
以
前
に
慶
應
義
塾
に
在
籍
し
、
彼
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
た
門
下
生
た

ち
に
お
い
て
特
に
強
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
高
橋
義
雄
（
一
八
八
二
年
卒
業
）
と
日
比
翁
助
（
一
八
八
四
年
卒
業
）
は
、
前
述
の

と
お
り
、
と
も
に
三
井
銀
行
か
ら
三
井
呉
服
店
（
後
の
三
越
）
に
移
籍
し
て
同
社
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
就
任
し
た
が
、

そ
の
際
の
心
境
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
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高
橋
義
雄
『
実
業
懺
悔
』
よ
り

…
…
我
国
は
王
政
維
新
後
既
に
三
十
年
を
経
過
し
て
、
社
会
の
各
方
面
に
西
洋
文
明
を
輸
入
し
、
夫
れ
夫
れ
革
新
の
端
を
開

い
て
居
る
が
、
小
売
商
店
に
至
っ
て
は
未
だ
此
機
運
に
接
せ
ず
、
学
校
出
身
の
人
物
で
、
小
売
店
の
革
新
に
着
手
し
た
者
が

な
い
か
ら
、
此
社
会
は
依
然
桃
源
の
夢
を
貪
っ
て
、
文
明
の
空
気
に
触
れ
な
い
の
で
あ
る
、
此
時
に
当
た
っ
て
士
人
の
接
近

す
る
を
厭
ひ
、
書
生
の
困
難
を
感
ず
る
小
売
店
に
乗
込
み
、
此
方
面
に
革
新
の

煙
を
揚
ぐ
る
の
も
亦
一
興
で
あ
る
と
云
ふ

好
奇
心
に
駆
ら
れ
て
、
私
は
一
旦
断
ら
う
と
思
っ
た
呉
服
店
理
事
を
、
更
に
引
受
け
や
う
と
云
ふ
考
へ
に
な
っ
た
の
で
あ
り

（
40
）

ま
す日

比
翁
助
「
商
売
繁
昌
の
秘
訣
」
よ
り

…
…
日
本
の
凡
て
の
社
会
は
軍
事
で
も
、
教
育
で
も
、
工
業
で
も
、
凡
て
の
事
が
皆
欧
米
先
進
の
風
に
傾
い
て
日
進
月
歩
と

改
良
せ
ら
れ
て
行
っ
て
居
る
が
、
唯
だ
日
本
の
小
売
商
ば
か
り
は
此
進
歩
の
領
分
か
ら
蹴
落
さ
れ
て
、
依
然
と
し
て
旧
幕
の

遺
風
を
墨
守
し
て
居
る
、
之
は
大
に
開
拓
し
な
く
て
は
な
ら
ん
、
此
の
茫
々
た
る
草
原
を
開
拓
す
る
こ
と
は
、
己
れ
の
仕
事

と
し
て
は
実
に
愉
快
な
仕
事
で
あ
る
わ
い
と
此
点
に
目
を
着
（
41
）

け
た

こ
の
よ
う
に
、
両
者
と
も
当
時
の
日
本
の
状
況
に
関
す
る
認
識
は
、
前
出
の
福
沢
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
反
復
し
て
お
り
、

発
達
の
遅
れ
た
日
本
の
商
工
業
の
中
で
も
と
り
わ
け
未
熟
な
小
売
業
に
あ
え
て
飛
び
込
ん
で
改
革
を
担
お
う
と
い
う
気
概
を
表
明

し
て
い
る
。

彼
ら
の
呉
服
店
改
革
が
福
沢
の
考
え
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
晩
年
の
福
沢
が
高
橋
の
招
き
に
応
じ
て
三
井
呉
服
店
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を
訪
れ
た
時
の
様
子
を
回
想
し
た
高
橋
に
よ
る
次
の
よ
う
な
文
章
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

処
で
私
は
一
日
福
沢
先
生
を
訪
ひ
、
王
政
維
新
後
日
本
の
政
府
事
業
は
、
概
ね
西
洋
文
明
流
に
変
更
し
た
が
、
民
間
の
商
業

中
に
就
き
、
小
売
販
売
業
は
遅
々
と
し
て
未
だ
旧
態
を
改
め
ざ
れ
ば
、
今
度
三
井
呉
服
店
に
於
て
、
西
洋
デ
パ
ー
ト
メ
ン

ト
・
ス
ト
ー
ア
の
販
売
法
を
試
む
る
積
り
で
あ
る
。
而
し
て
当
分
の
処
は
、
呉
服
以
外
の
百
貨
を
陳
列
す
る
運
び
に
至
ら
ぬ

が
、
呉
服
一
種
類
に
於
て
は
、
和
洋
一
切
網
羅
せ
ざ
る
者
な
き
有
様
と
な
っ
た
か
ら
、
一
日
御
来
観
を
乞
ひ
た
き
旨
申
出
た

処
が
、
先
生
は
例
の
通
り
ニ
コ
ニ
コ
し
て
、
夫
れ
は
さ
ぞ
面
白
か
ら
う
、
早
速
拝
見
し
ま
せ
う
と
て
、
其
月
日
は
記
憶
せ
ぬ

が
、
午
後
二
時
頃
よ
り
来
店
し
て
、
西
館
の
客
室
に
打
通
り
、
先
づ
私
の
説
明
を
聞
い
て
、
新
旧
売
店
、
意
匠
部
、
又
は
仕

入
部
等
店
内
隈
な
く
巡
覧
せ
ら
れ
、
再
び
客
室
に
立
戻
ら
れ
た
時
（
中
略
）
斯
く
し
て
先
生
は
私
に
対
し
て
、
非
常
に
感
賞

と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
慶
應
義
塾
を
出
た
者
は
、
学
者
に
し
て
俗
務
を
執
り
、
旧
来
の
商
工
業
者
に
劣
ら
ぬ
、
そ
の

例
は
ア
ノ
荘
田
平
五
郎
を
見
ら
れ
よ
、
在
塾
中
は
何
時
も
折
目
正
し
く
袴
を
穿
い
て
、
謹
厳
な
学
者
風
で
あ
っ
た
が
、
三
菱

会
社
に
入
る
に
及
ん
で
、
汽
船
出
入
の
劇
職
に
当
り
、
さ
っ
さ
と
事
務
を
処
理
し
て
、
立
派
な
会
社
重
役
と
為
っ
た
で
は
な

い
か
、
呉
服
店
の
営
業
は
、
汽
船
会
社
よ
り
尚
ほ
一
層
煩
雑
な
事
務
で
あ
る
の
に
、
学
者
が
飛
込
ん
で
、
二
百
年
来
、
其
事

務
に
慣
れ
た
番
頭
の
仕
事
を
引
受
け
て
、
さ
っ
さ
と
之
を
改
革
し
て
行
く
と
云
ふ
の
は
、
何
と
愉
快
な
事
で
は
な
い
か
、
と

非
常
に
悦
ば
れ
た
の
で
、
私
も
何
と
や
ら
肩
身
が
広
く
、
時
事
新
報
在
社
中
、
論
説
を
執
筆
し
て
、
先
生
の
お
気
に
叶
っ
た

時
、
随
分
褒
め
ら
れ
た
事
も
あ
っ
た
が
、
此
時
程
の
褒
辞
を
受
け
た
事
が
な
い
の
で
、
私
は
生
来
嘗
て
覚
え
ざ
る
喜
悦
を
感

じ
た
が
、
先
生
は
其
後
人
に
逢
へ
ば
、
私
の
例
を
引
い
て
、
学
者
は
何
事
で
も
出
来
ぬ
こ
と
は
な
い
と
説
明
せ
ら
れ
た
の

を
、
自
身
も
聞
き
、
又
人
か
ら
も
伝
へ
聞
い
て
、
誠
に
有
難
く
思
は
（
42
）

れ
た
。
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さ
ら
に
日
比
は
、
自
身
の
経
営
理
念
と
福
沢
か
ら
受
け
た
影
響
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

翁
助
不
肖
な
り
と
雖
も
福
沢
門
下
の
一
人
で
あ
る
。
福
沢
門
下
の
一
人
た
る
翁
助
が
三
百
年
来
の
老
舗
を
経
営
し
て
一
時
繁

昌
を
致
す
の
み
で
あ
つ
て
は
、
親
し
く
薫
陶
を
受
け
た
福
沢
先
生
や
中
上
川
彦
次
郎
氏
に
対
し
て
地
下
に
合
は
す
顔
が
な

い
。
そ
こ
で
結
局
三
越
呉
服
店
は
唯
儲
け
た
丈
で
は
い
か
ぬ
。
儲
け
る
傍
ら
客
の
便
利
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
儲
け
て
客
の

便
利
を
図
る
と
云
ふ
丈
で
は
い
か
ぬ
。
儲
け
て
客
の
便
利
を
図
る
の
傍
ら
永
遠
的
国
家
的
観
念
を
以
て
経
営
し
て
国
家
に
貢

献
す
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
（
43
）

あ
る

ま
た
、
慶
應
義
塾
出
身
の
百
貨
店
経
営
者
に
は
、
百
貨
店
に
移
籍
す
る
以
前
に
、
鉄
道
、
新
聞
、
教
育
な
ど
公
共
的
性
格
の
強

い
事
業
に
従
事
し
て
い
た
者
が
多
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
例
を
、
既
出
の
も
の
も
含
め
て
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧

内
が
主
な
前
職
）。

三
越
―

高
橋
義
雄
（
時
事
新
報
論
説
記
者
、
慶
應
義
塾
商
業
学
校
教
員
）、
野
崎
廣
太
（
中
外
商
業
新
報
社
長
）、
酒
井
良

明
（
三
重
県
津
中
学
校
校
長
、
慶
應
義
塾
お
よ
び
幼
稚
舎
教
員
）、
中
村
利
器
太
郎
（
慶
應
義
塾
職
員
）、
藤
田
一
松
（
慶
應

義
塾
教
員
）、
松
田
政
臣
（
大
阪
毎
日
新
聞
社
員
）、
小
田
久
太
郎
（
東
京
朝
日
新
聞
記
者
）

白
木
屋
―

奥
田
竹
松
（
山
陽
鉄
道
社
員
）、
西
野
恵
之
助
（
山
陽
鉄
道
社
員
、
帝
国
劇
場
専
務
取
締
役
）

大
丸
―

里
見
純
吉
（
慶
應
義
塾
商
業
学
校
教
員
、
同
大
学
部
理
財
科
助
教
授
）
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こ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
実
業
の
目
的
は
公
益
の
追
求
で
あ
る
と
い
う
福
沢
の
思
想
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
に
と
っ
て
百
貨
店
ビ
ジ
ネ
ス
も
そ
れ
ま
で
各
自
が
従
事
し
て
来
た
公
益
的
事
業
の
延
長

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
3
）
慶
應
義
塾
の
先
輩
・
後
輩
関
係

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
百
貨
店
経
営
者
の
多
く
は
、
慶
應
義
塾
関
係
者
の
勧
誘
あ
る
い
は
仲
介
に
よ
っ
て
百
貨
店
に
移
籍
し
て
き

た
。こ

の
よ
う
な
移
籍
・
転
職
に
は
、
二
つ
の
類
型
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
先
に
百
貨
店
に
入
り
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
就
い

て
い
た
慶
應
義
塾
出
身
者
に
よ
る
勧
誘
で
あ
る
。

三
井
呉
服
店
（
三
越
）
で
は
、
理
事
の
高
橋
義
雄
に
よ
っ
て
、
中
村
利
器
太
郎
（
一
八
九
六
年
）、
藤
田
一
松
（
同
年
）、
松
田

政
臣
（
同
年
）、
日
比
翁
助
（
一
八
九
八
年
）
が
採
用
さ
れ
た
（
括
弧
内
は
採
用
年
、
以
下
同
様
）。
日
比
が
専
務
理
事
の
時
期
に

は
、
小
田
久
太
郎
（
一
九
〇
七
年
）
が
入
社
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
倉
知
誠
夫
（
一
九
一
八
年
）
は
同
社
の
監
査
役
を
務
め
て
い

た
鈴
木
梅
四
郎
の
推
薦
に
よ
っ
て
入
社
し
た
と
さ
（
44
）

れ
る
。
白
木
屋
で
は
、
前
述
の
と
お
り
西
野
恵
之
助
が
自
身
の
社
長
就
任
時

（
一
九
二
一
年
）
に
石
渡
泰
三
郎
を
入
社
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
大
丸
の
里
見
純
吉
は
、
直
接
的
に
は
下
村
正
太
郎
社
長
の
勧
誘

に
よ
っ
て
同
社
に
入
っ
た
が
、
先
に
同
社
の
取
締
役
に
な
っ
て
い
た
慶
應
義
塾
の
後
輩
の
大
石
喜
一
が
仲
介
し
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
里
見
と
大
石
は
、
以
前
、
と
も
に
三
越
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
大
石
が
里
見
の
入
社
に
何
ら
か
の

役
割
を
果
た
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
二
は
、
財
界
の
世
話
役
的
存
在
で
あ
っ
た
慶
應
義
塾
出
身
者
が
斡
旋
・
仲
介
し
て
百
貨
店
に
転
職
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
和
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田
豊
治
が
仲
介
し
た
白
木
屋
の
奥
田
竹
松
と
西
野
恵
之
助
の
移
籍
や
、
池
田
成
彬
と
和
田
が
斡
旋
し
た
朝
吹
常
吉
の
三
越
へ
の
入

社
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。

和
田
と
池
田
は
、
そ
れ
ぞ
れ
富
士
瓦
斯
紡
績
社
長
（
一
九
一
六
年
か
ら
）、
三
井
銀
行
常
務
取
締
役
（
一
九
〇
九
年
か
ら
）
と

い
う
役
職
を
越
え
て
、
幅
広
い
業
界
の
関
係
者
か
ら
公
私
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
彼
ら
と
、
日
比
翁

助
、
武
藤
山
治
、
木
村
清
四
郎
、
門
野
重
九
郎
ら
は
慶
應
義
塾
の
同
窓
生
と
し
て
、
卒
業
後
も
親
交
を
続
け
て
（
45
）

い
た
。
お
そ
ら
く

彼
ら
の
間
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
情
報
の
交
換
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

和
田
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
白
木
屋
店
主
大
村
彦
太
郎
か
ら
同
店
の
経
営
革
新
を
担
う
新
た
な
人
材
の
推
薦
を
依
頼

さ
れ
、
慶
應
義
塾
の
後
輩
で
ハ
ン
ブ
ル
グ
総
領
事
を
務
め
て
い
た
奥
田
竹
松
が
海
外
の
百
貨
店
の
知
識
を
持
ち
、
加
え
て
彼
の
岡

山
の
実
家
が
呉
服
店
で
あ
る
こ
と
か
ら
彼
を
大
村
に
紹
介
（
46
）

し
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
一
年
に
奥
田
が
放
漫
経
営
に
よ
る
業
績
悪
化

の
責
任
を
と
っ
て
専
務
取
締
役
を
辞
任
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
和
田
は
西
野
恵
之
助
に
社
長
へ
の
就
任
を
要
請
し
、
西
野
が
こ
れ

を
受
諾
（
47
）

し
た
。

朝
吹
常
吉
が
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
常
務
取
締
役
と
し
て
三
越
に
入
っ
た
経
緯
は
、
彼
自
身
の
回
想
に
よ
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
三
越
の
専
務
だ
っ
た
日
比
翁
助
が
健
康
を
害
し
出
勤
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
た
め
、
日
比
の
親
友

で
後
ろ
楯
に
な
っ
て
い
た
池
田
成
彬
と
和
田
豊
治
が
、
三
越
の
幹
部
と
同
社
の
経
営
陣
の
再
編
に
つ
い
て
相
談
し
た
結
果
、
日
比

の
下
で
常
務
取
締
役
を
務
め
て
い
た
旧
店
員
出
身
の
藤
村
喜
七
と
、
前
出
の
中
村
利
器
太
郎
に
加
わ
る
新
た
な
経
営
幹
部
と
し
て

「�
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
常
吉
君
も
そ
こ
へ
行
っ
て
や
っ
た
ら
よ
か
ろ
う
�
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
と
き
に
初
め
て
池
田
さ
ん
や
、
和
田

さ
ん
か
ら
も
お
話
が
あ
っ
て
」
彼
は
三
越
入
り
を
決
意
し
た
。
そ
の
際
、
朝
吹
は
「
君
は
、
呉
服
の
こ
と
が
わ
か
る
わ
け
で
も
な

き
ゃ
何
で
も
な
い
し
、
ま
あ
呉
服
の
こ
と
は
、
そ
の
仕
入
れ
を
し
た
り
、
販
売
す
る
こ
と
は
藤
村
さ
ん
が
や
る
し
、
ま
た
会
計
と
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か
経
理
と
か
い
う
こ
と
は
、
中
村
さ
ん
が
や
っ
て
、
何
に
も
も
う
心
配
な
い
。
た
だ
外
回
わ
り
を
し
て
、
き
ょ
う
は
だ
れ
の
園
遊

会
が
あ
る
と
か
、
だ
れ
の
ご
婚
礼
が
あ
る
と
か
、
人
の
送
り
迎
え
だ
と
か
、
冠
婚
葬
祭
に
行
く
よ
う
な
人
、
世
間
に
顔
を
出
し
て

歩
く
人
が
な
い
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
ひ
と
つ
常
吉
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
ら
よ
か
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、（
お
そ
ら

く
池
田
か
ら
）
言
わ
れ
た
と
（
48
）

い
う
。

す
な
わ
ち
彼
が
期
待
さ
れ
た
の
は
百
貨
店
に
関
す
る
専
門
的
知
識
で
は
な
く
、
社
外
に
向
け
た
信
用
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
も
経
営
者
と
し
て
の
重
要
な
資
質
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
時
、
千
代
田
組
の
社
主
で
あ
り
、
さ
ら
に
三
井
財
閥

の
幹
部
で
あ
っ
た
朝
吹
英
二
の
長
男
と
い
う
点
で
も
、
社
会
的
信
用
に
関
し
て
は
十
分
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
百
貨
店
企
業
の
人
材
採
用
の
多
く
が
慶
應
義
塾
の
先
輩
・
後
輩
関
係
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
同
窓
関
係
は
、
経
営
者
同
士
の
横
の
関
係
に
お
い
て
も
機
能
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し

て
、
三
越
の
日
比
翁
助
か
ら
白
木
屋
の
岩
橋
謹
次
郎
に
宛
て
た
書
簡
（
発
信
年
（
49
）

不
明
）
を
紹
介
す
る
。

拝
啓

御
清
福
奉
賀
候

封
入
引
札
の
博
（
50
）

知
社
は

小
生
友
人
の
関
係
せ
る
も
の
ニ
有
之

貴
店
よ
り
も
多
少
の
御
用
命
相
願
度
ニ
付

貴
兄
ニ
御
紹
介
方
受
依
頼
候
間

右
舎
員
御
引
合
セ
申
上
候

多
少
と
も
御
用
被
仰
付
度
奉
願
候

創成期百貨店の慶應義塾出身経営者たち

105



先
は
右
御
紹
介
旁
得
貴
意
候
也

三
月
十
三
日

日
比
翁
助

岩
橋
謹
次
郎
様

こ
れ
は
、
日
比
が
知
り
合
い
の
引
札
（
広
告
）
業
者
を
岩
橋
に
紹
介
し
、
そ
の
利
用
を
依
頼
し
た
も
の
だ
が
、
両
社
が
当
時
、

激
し
い
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
通
説
か
ら
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
内
容
は
や
や
奇
妙
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
日

比
と
岩
橋
が
慶
應
義
塾
の
同
窓
で
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
日
本
に
お
け
る
百
貨
店
の
創
成
に
慶
應
義
塾
出
身
経
営
者
が
果
た
し
た
役
割
と
、
な
ぜ
百
貨
店
経
営
者
に
慶

應
義
塾
出
身
者
が
多
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
の
時
期
に
お
い
て
、
保
守
的
な
社
風
が
残
る
三
井
（
三
越
）
呉
服
店
と
白
木
屋
呉
服
店
に
、

慶
應
義
塾
出
身
の
高
橋
義
雄
、
日
比
翁
助
、
岩
橋
謹
次
郎
、
奥
田
竹
松
ら
が
専
門
経
営
者
と
し
て
参
入
し
、
経
営
近
代
化
と
西
洋

式
百
貨
店
（
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
）
へ
の
業
態
転
換
と
い
う
大
き
な
革
新
を
も
た
ら
し
た
。
続
い
て
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
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に
は
、
急
激
な
都
市
化
と
中
間
層
の
勃
興
と
い
う
環
境
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
三
越
の
倉
知
誠
夫
、
白
木
屋
の
西
野
恵
之
助
が
廉

価
な
日
用
品
の
取
り
扱
い
や
店
舗
の
チ
ェ
ー
ン
化
に
よ
っ
て
顧
客
層
を
下
方
に
拡
大
さ
せ
る
大
衆
化
戦
略
と
い
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
。
ま
た
同
時
期
に
は
、
三
越
か
ら
大
丸
に
移
籍
し
た
里
見
純
吉
が
、
同
店
の
百
貨
店
化
を
一
挙
に
促
進
し

た
。
彼
ら
の
革
新
的
企
業
家
活
動
を
補
佐
し
、
継
承
し
た
三
越
の
中
村
利
器
太
郎
や
白
木
屋
の
石
渡
泰
三
郎
の
存
在
も
大
き
か
っ

た
。
三
越
と
白
木
屋
で
起
き
た
百
貨
店
化
と
い
う
革
新
の
波
は
、
他
の
老
舗
呉
服
店
に
も
伝
播
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
呉
服
店

を
起
源
と
す
る
百
貨
店
七
社
が
出
そ
ろ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
呉
服
店
の
百
貨
店
化
と
大
衆
戦
略
の
導
入
の
端
緒

を
開
い
た
の
は
い
ず
れ
も
慶
應
義
塾
出
身
者
で
あ
り
、
彼
ら
が
日
本
の
百
貨
店
の
創
成
に
果
た
し
た
役
割
は
、
き
わ
め
て
大
き

か
っ
た
と
い
え
る
だ
（
51
）

ろ
う
。

創
成
期
の
百
貨
店
経
営
者
に
慶
應
義
塾
出
身
者
が
多
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
本
稿
は
①
西
洋
起
源
の
新
業
態
で
あ
る
百
貨
店
の

導
入
、
運
営
の
た
め
に
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
西
洋
実
学
の
先
進
校
で
あ
っ
た
慶
應
義
塾
の
卒
業
生
が
求
め
ら
れ
た
、
②
知
識

人
が
公
益
的
精
神
を
も
っ
て
遅
れ
た
分
野
に
あ
え
て
飛
び
込
み
改
革
を
先
導
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
福
沢
諭
吉
の
実
業
思
想
の
影

響
が
あ
っ
た
、
③
実
業
界
に
お
け
る
慶
應
義
塾
の
先
輩
・
後
輩
関
係
が
機
能
し
た
と
い
う
三
つ
の
仮
説
を
提
示
し
た
。

た
だ
し
、
③
の
仮
説
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
同
窓
関
係
を
通
じ
た
採
用
は
、
今
日
否
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
縁
故

（
コ
ネ
）
採
用
」
と
は
性
質
が
異
な
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
（
52
）

あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
経
営
者
の
移
籍
の
ケ
ー
ス
は
、
移

籍
す
る
側
の
求
職
活
動
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
採
用
す
る
側
あ
る
い
は
仲
介
者
か
ら
の
勧
誘
・
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
採
用
は
候
補
者
の
経
験
、
能
力
、
信
用
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
、
当
時
帝
国
大
学
の
卒
業
生
に
と
っ
て
民
間
企
業
は
就
職
先
と
し
て
優
先
順
位
が
低
く
、
高
等
商
業
出
身
者
も

商
業
の
中
で
は
守
旧
的
な
呉
服
店
よ
り
新
興
の
貿
易
商
社
な
ど
を
選
好
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
呉
服
店
改
革
を
担
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え
る
学
卒
の
人
材
は
稀
少
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
出
身
者
は
呉
服
店
経
営
者
候
補
の
数
少
な
い
選
択
肢
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
人
材
リ
ク
ル
ー
ト
の
手
段
と
し
て
慶
應
義
塾
の
同
窓
関
係
が
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
創
成
期
の

百
貨
店
の
学
卒
専
門
経
営
者
は
、
ほ
ぼ
慶
應
義
塾
出
身
者
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
こ
の
採
用
方
法
は
経
営
者
や
一
般
社
員
の
中
途
採
用
だ
け
で
な
く
、
新
卒
者
採
用
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
同
窓
関
係
に
よ
る
採
用
が
慣
例
化
、
固
定
化
す
る
に
従
っ
て
、
社
会
か
ら
は
こ
れ
が
「
慶
應
閥
」
と
し
て
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注＊
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
六
日
に
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
経
営
史
学
会
第
五
五
回
全
国
大
会
の
統
一
論
題

「
慶
應
義
塾
出
身
近
代
企
業
家
群
像
―
―
学
閥
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
に
お
け
る
筆
者
の
報
告
内
容
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
日
本
の
百
貨
店
史
の
概
要
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
初
田
亨
『
百
貨
店
の
誕
生
―
―
明
治
大
正
昭
和
の
都
市

文
化
を
演
出
し
た
百
貨
店
と
勧
工
場
の
近
代
史
』
三
省
堂
、
一
九
九
三
年
、
神
野
由
紀
『
趣
味
の
誕
生
―
―
百
貨
店
が
つ
く
っ
た
テ
イ
ス

ト
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年
、
藤
岡
里
圭
『
百
貨
店
の
生
成
過
程
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
、
末
田
智
樹
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史

―
―
企
業
家
の
革
新
と
経
営
組
織
の
確
立
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。
こ
の
中
で
は
、
末
田
が
日
本
の
百
貨
店
業
の
成
立
と
発

展
に
お
い
て
企
業
家
が
果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
に
着
目
し
、
百
貨
店
各
社
の
経
営
者
の
企
業
家
活
動
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

（
2
）
な
お
、
こ
こ
で
「
専
門
」
に
分
類
し
た
経
営
者
の
中
に
は
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
職
へ
の
就
任
時
あ
る
い
は
就
任
後
に
当
該
企

業
の
株
式
を
取
得
し
て
株
主
に
な
っ
た
者
も
い
る
が
、
彼
ら
の
役
職
就
任
は
資
本
の
所
有
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
た
め
専
門
経
営
者
と

し
た
。
専
門
経
営
者
の
定
義
、
類
別
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
森
川
英
正
『
日
本
経
営
史
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
、
一
四

〜
二
二
頁
。
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（
3
）
『
人
事
興
信
録
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（「
日
本
研
究
の
た
め
の
歴
史
情
報
」
名
古
屋
大
学
提
供
）（http://jahis.law

.nagoya-u.ac.jp/w
ho/

）

（
4
）
『
株
式
会
社
三
越
一
〇
〇
年
の
記
録
―
―
一
九
〇
四
―
二
〇
〇
四
―
―
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
宣
言
か
ら
一
〇
〇
年
』
二
〇
〇
五
年
、

『
白
木
屋
三
百
年
史
』
一
九
五
七
年
、『
高
島
屋
一
五
〇
年
史
』
一
九
八
二
年
、『
松
屋
百
年
史
』
一
九
六
九
年
、『
大
丸
三
百
年
史
』
二
〇

一
八
年
、『
株
式
会
社
そ
ご
う
社
史
』
一
九
六
九
年
、『
松
坂
屋
百
年
史
』
二
〇
一
〇
年
。

（
5
）
た
だ
し
、
今
回
資
料
的
制
約
に
よ
っ
て
「
不
明
」
に
分
類
し
た
中
に
専
門
経
営
者
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。

（
6
）
一
五
八
社
の
選
定
基
準
は
、
払
込
資
本
金
一
千
万
円
以
上
（
銀
行
、
電
力
の
み
二
千
万
円
以
上
）（
森
川
英
正
『
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
経
営
史
―
―
経
営
者
企
業
と
家
族
企
業
』
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
、
七
五
頁
、
第
二
表
）。

（
7
）
三
越
に
創
業
家
経
営
者
が
い
な
か
っ
た
の
は
、
同
社
が
前
身
の
呉
服
店
事
業
の
経
営
不
振
を
理
由
に
創
業
家
（
三
井
家
）
か
ら
切
り
離

さ
れ
る
形
で
発
足
し
た
と
い
う
事
情
の
た
め
で
あ
る
。

（
8
）
経
営
者
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
し
て
は
、
注
（
1
）
に
あ
げ
た
も
の
以
外
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
作
道
洋
太
郎
「
日

比
翁
助
と
中
内
功
―
―
流
通
業
界
に
み
る
東
西
の
革
新
的
行
動
」『
関
西
企
業
経
営
史
の
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
七
年
、
第
六

章
、
西
沢
保
「
百
貨
店
経
営
に
お
け
る
伝
統
と
革
新
―
―
高
島
屋
の
奇
跡
」（
山
本
武
利
・
西
沢
保
編
『
百
貨
店
の
文
化
史
―
―
日
本
の

消
費
革
命
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
九
年
、
第
二
章
、
吉
川
容
「
三
越
の
大
衆
化
―
―
倉
知
誠
夫
時
代
の
連
鎖
店
展
開
戦
略
」『
三
井
文

庫
叢
書
』
四
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
一
〜
一
二
七
頁
、
桜
木
孝
司
「
高
橋
義
雄
と
岩
橋
謹
次
郎
」（
阪
田
安
雄
編
『
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
の
誕
生
―
―
日
米
経
済
関
係
の
開
拓
者
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
第
二
章
、
生
島
淳
「
百
貨
店
創
成
期
を
導
い
た
企
業
家

―
―
日
比
翁
助
（
三
越
）
と
二
代
小
菅
丹
治
（
伊
勢
丹
）」
宇
田
川
勝
編
『
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
日
本
の
企
業
家
―
―
近
代
産
業
発
展
の
立
役

者
た
ち
』
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
6
）。
ま
た
、
戦
後
の
百
貨
店
企
業
に
お
け
る
専
門
経
営
者
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
以

下
が
あ
る
。
森
田
克
徳
「
専
門
経
営
者
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
進
出
と
株
式
所
有
の
分
散
―
―
わ
が
国
百
貨
店
企
業
一
一
社
の

事
例
研
究
」『
経
営
史
学
』
第
三
一
巻
第
二
号
、
一
九
九
六
年
、
六
五
〜
九
五
頁
。

（
9
）
内
部
昇
進
型
経
営
者
に
中
途
採
用
か
ら
の
内
部
昇
進
者
（
本
稿
で
移
籍
・
昇
進
型
と
呼
ぶ
者
）
を
含
め
る
場
合
も
あ
る
が
（
森
川
前
掲

創成期百貨店の慶應義塾出身経営者たち

109



『
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
営
史
』、
八
頁
）、
本
稿
で
は
両
者
を
分
け
て
考
え
て
い
る
。
な
お
、
百
貨
店
業
界
に
お
け
る
最
初
の
内

部
昇
進
型
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
お
そ
ら
く
松
坂
屋
の
小
林
八
百
吉
（
一
九
一
〇
年
早
稲
田
大
学
卒
業
、
同
年
松
坂
屋
入
社
、
一

九
三
二
年
専
務
取
締
役
就
任
）
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
小
林
も
一
度
松
坂
屋
を
退
社
し
た
後
に
復
職
し
て
お
り
、
ま
た
同
社
の
社
長

は
創
業
家
の
伊
藤
家
一
族
が
一
九
八
五
年
ま
で
務
め
た
（
中
西
聡
「
両
大
戦
間
期
日
本
に
お
け
る
百
貨
店
の
経
営
展
開
―
―
い
と
う
呉
服

店
（
松
坂
屋
）
の
「
百
貨
店
」
化
と
大
衆
化
」『
経
営
史
学
』
第
四
七
号
第
三
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
、
六
頁
、『
人
事
興
信
録
』
昭
和

三
年
版
、
前
掲
『
松
坂
屋
百
年
史
』
三
三
四
〜
三
三
五
頁
）。

（
10
）
高
橋
義
雄
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
高
橋
義
雄
『
箒
の
あ
と
』
上
・
下
、
秋
豊
園
、
一
九
三
三
年
、
桜
木
前
掲
「
高
橋
義
雄
と
岩

橋
謹
次
郎
」、
平
野
隆
「
高
橋
義
雄
・
日
比
翁
助
―
―
日
本
最
初
の
デ
パ
ー
ト
の
創
始
者
」『
三
田
評
論
』
二
〇
〇
五
年
一
二
月
号
、
三
二

〜
三
八
頁
。

（
11
）
前
掲
『
株
式
会
社
三
越
一
〇
〇
年
の
記
録
』
三
四
〜
三
五
頁
。

（
12
）
日
比
翁
助
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
星
野
小
次
郎
『
三
越
創
始
者
日
比
翁
助
』
創
文
社
、
一
九
五
一
年
、
林
洋
海
『〈
三
越
〉
を

つ
く
っ
た
サ
ム
ラ
イ
日
比
翁
助
』
現
代
書
館
、
二
〇
一
三
年
。

（
13
）
岩
橋
謹
次
郎
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
実
業
之
世
界
社
、
一
九
〇
九
年
、
五

一
〜
五
二
頁
、
前
掲
『
白
木
屋
三
百
年
史
』、
桜
木
前
掲
「
高
橋
義
雄
と
岩
橋
謹
次
郎
」。

（
14
）
「
辞
令
」（
明
治
三
七
年
五
月
一
〇
日：

大
村
家
家
主
大
村
彦
太
郎
よ
り
岩
橋
謹
次
郎
へ
交
付
さ
れ
た
も
の
）（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ

ン
タ
ー
所
蔵
）。
比
較
の
参
考
と
し
て
、
一
九
一
〇
年
の
議
員
歳
費
が
二
千
円
、
各
省
課
長
の
年
俸
が
三
千
円
で
あ
っ
た
（
秦
郁
彦
編

『
日
本
官
僚
制
総
合
事
典
―
―
一
八
六
八
―
二
〇
〇
〇
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
三
九
〇
頁
、
第
三
表
）。

（
15
）
前
掲
『
白
木
屋
三
百
年
史
』
二
九
〇
頁
。

（
16
）
「
覚
書

一
号
」
明
治
三
十
七
年
五
月
ヨ
リ
九
月
迄
（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
17
）
前
掲
『
白
木
屋
三
百
年
史
』
二
八
八
〜
二
八
九
頁
。
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（
18
）
同
前
、
三
二
六
〜
三
二
八
頁
。

（
19
）
奥
田
竹
松
に
つ
い
て
は
、
松
崎
欣
一
「
奥
田
竹
松
・
鈴
木
梅
四
郎
―
―
福
沢
諭
吉
の
名
を
今
日
に
伝
え
た
人
々
（
1
）」（
書
簡
に
見
る

福
沢
人
物
誌

第
二
回
）『
三
田
評
論
』
二
〇
〇
四
年
五
月
号
、
四
三
〜
四
五
頁
を
参
照
。

（
20
）
前
掲
『
白
木
屋
三
百
年
史
』
三
二
八
〜
三
三
〇
頁
。

（
21
）
里
見
純
吉
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
前
掲
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
七
八
九
〜
七
九
〇
頁
、
大
橋
富
一
郎
「
下
村
社
長
と
里

見
専
務
」（『
大
丸
二
十
年
史
』
一
九
四
〇
年
、
九
一
〜
九
七
頁
）、
前
掲
『
大
丸
三
百
年
史
』
一
七
二
〜
一
七
八
頁
、
末
田
前
掲
『
日
本

百
貨
店
事
業
成
立
史
』
一
七
二
〜
一
七
九
頁
。

（
22
）
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
〇
八
年
、
四
六
七
頁
。

（
23
）
商
業
夜
学
校
は
、
正
式
名
称
を
慶
應
義
塾
商
業
学
校
と
い
い
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
簡
易
な
商
業
教
育
を
授
け
る
夜
間
学
校

と
し
て
設
立
さ
れ
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
廃
校
と
な
っ
た
（
同
前
、
五
二
頁
）。

（
24
）
大
橋
前
掲
「
下
村
社
長
と
里
見
専
務
」
九
四
頁
。

（
25
）
倉
知
誠
夫
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
前
掲
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
五
二
七
〜
五
二
八
頁
、
吉
川
前
掲
「
三
越
の
大
衆
化
」。

（
26
）
西
野
恵
之
助
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
前
掲
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
一
四
五
〜
一
四
六
頁
、
前
掲
『
白
木
屋
三
百
年
史
』

三
四
一
〜
三
九
四
頁
、
由
井
常
彦
編
『
西
野
恵
之
助
伝
』
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
九
六
年
。

（
27
）
由
井
編
前
掲
『
西
野
恵
之
介
伝
』
一
六
〜
一
七
頁
。
土
曜
会
は
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
頃
、
福
沢
が
在
塾
の
学
生
を
毎
土
曜
日

に
自
宅
へ
招
い
て
談
話
し
た
勉
強
会
だ
と
推
測
さ
れ
る
。『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
九
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
三
五
二
〜
三
五

四
頁
）
に
、
明
治
一
八
年
六
月
六
日
か
ら
七
月
一
八
日
ま
で
七
回
分
、
計
七
一
名
の
出
席
者
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は

西
野
の
他
に
、
伊
吹
（
藤
山
）
雷
太
、
岩
崎
（
福
沢
）
桃
介
や
、
後
に
三
越
の
幹
部
に
な
る
藤
田
一
松
、
野
崎
廣
太
な
ど
の
名
前
も
見
ら

れ
る
。

（
28
）
中
村
利
器
太
郎
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
前
掲
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
四
〇
九
〜
四
一
〇
頁
、
末
田
前
掲
『
日
本
百
貨
店
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事
業
成
立
史
』
五
六
〜
六
四
頁
。

（
29
）
石
渡
泰
三
郎
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
由
井
編
前
掲
『
西
野
恵
之
助
伝
』
五
二
頁
、
前
掲
『
白
木
屋
三
百
年
史
』
三
五
九
〜
三
六

一
頁
。

（
30
）
前
掲
『
白
木
屋
三
百
年
史
』（
三
七
六
〜
三
七
七
頁
）
で
は
、
土
足
入
店
も
白
木
屋
大
阪
支
店
の
こ
の
試
み
が
日
本
初
で
あ
っ
た
と
主

張
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
最
初
に
土
足
入
店
を
導
入
し
た
百
貨
店
に
つ
い
て
は
、
白
木
屋
神
戸
出
張
店
（
一
九
二
三
年
五
月
）、
松
坂

屋
銀
座
店
（
一
九
二
四
年
一
二
月
）、
白
木
屋
大
阪
支
店
（
一
九
二
五
年
七
月
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
。

（
31
）
同
前
、
三
九
二
〜
三
九
三
頁
。

（
32
）
な
お
こ
の
時
、
高
橋
は
同
じ
理
由
で
慶
應
義
塾
出
身
者
以
外
に
も
以
下
の
よ
う
な
者
を
採
用
し
て
い
る
。
滝
沢
吉
三
郎
（
商
業
学
校
、

現
・
一
橋
大
学
）、
笠
原
健
一
（
工
業
学
校
、
現
・
東
京
工
業
大
学
）、
田
中
忠
三
郎
（
ア
メ
リ
カ
留
学
帰
り
）（
高
橋
前
掲
『
箒
の
あ
と
』

上
、
二
五
三
頁
）。

（
33
）
桜
木
前
掲
「
高
橋
義
雄
と
岩
橋
謹
次
郎
」。

（
34
）
朝
吹
磯
子
編
『
回
想
朝
吹
常
吉
』
一
九
六
九
年
、
二
二
〜
三
九
頁
。

（
35
）
高
橋
前
掲
『
箒
の
あ
と
』
上
、
一
三
二
〜
一
三
三
頁
。

（
36
）
『
福
沢
諭
吉
著
作
集
』
第
六
巻
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
二
九
四
〜
二
九
五
頁
。

（
37
）
同
前
、
二
九
八
頁
。

（
38
）
同
前
、
三
〇
三
〜
三
〇
四
頁
。

（
39
）
一
九
〇
二
年
度
末
に
お
け
る
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
を
見
る
と
、
行
政
官
吏
二
五
・
六
％
、
司
法
官
吏
二

〇
・
六
％
、
弁
護
士
七
・
七
％
、
大
学
院
一
一
・
九
％
で
あ
り
、
こ
の
四
つ
で
六
五
・
八
％
を
占
め
る
の
に
対
し
て
、
銀
行
及
び
会
社
員

は
一
二
・
三
％
に
過
ぎ
な
い
（
福
井
康
貴
『
歴
史
の
な
か
の
大
卒
労
働
市
場
―
―
就
職
・
採
用
の
経
済
社
会
学
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
六

年
、
一
六
頁
、
図
表
一
―
一：

出
所
は
『
文
部
省
年
報
』
明
治
三
五
年
）。
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（
40
）
高
橋
義
雄
『
実
業
懺
悔
』
箒
文
社
、
一
九
一
五
年
、
三
九
頁
。

（
41
）
日
比
翁
助
「
商
売
繁
盛
の
秘
訣
」（
豊
泉
益
三
『
日
比
翁
の
憶
ひ
出
（
続
）』
三
越
営
業
部
、
一
九
三
三
年
）
一
八
一
頁
。

（
42
）
高
橋
前
掲
『
箒
の
あ
と
』
上
、
三
一
八
〜
三
一
九
頁
。

（
43
）
日
比
前
掲
「
商
売
繁
盛
の
秘
訣
」
一
二
五
頁
。

（
44
）
池
田
成
彬
・
柳
沢
健
編
『
財
界
回
顧
』
世
界
の
日
本
社
、
一
九
四
九
年
、
二
六
四
頁
。

（
45
）
「
解
題
」
小
風
秀
雄
・
阿
部
武
司
・
大
豆
生
田
稔
・
松
村
敏
編
『
和
田
豊
治
日
記
―
―
実
業
の
系
譜

大
正
期
の
財
界
世
話
役
』
日
本

経
済
評
論
社
、
一
九
九
三
年
、
二
八
六
頁
。

（
46
）
前
掲
『
白
木
屋
三
百
年
史
』
三
二
八
頁
。

（
47
）
前
掲
『
和
田
豊
治
日
記
』
一
四
八
〜
一
四
九
頁
、
由
井
編
前
掲
『
西
野
恵
之
助
伝
』
四
九
〜
五
〇
頁
。

（
48
）
朝
吹
磯
子
編
前
掲
『
回
想
朝
吹
常
吉
』
七
五
〜
七
六
頁
。

（
49
）
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
50
）
「
博
知
社
」
は
「
博
眞
社
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
51
）
も
ち
ろ
ん
慶
應
義
塾
出
身
者
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
白
木
屋
の
大
村
和
吉
郎
（
後
の
十
代
彦
太
郎
）
が
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
に
当
地
の
デ

パ
ー
ト
を
研
究
し
て
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
ち
帰
っ
た
例
（
前
掲
『
白
木
屋
三
百
年
史
』
二
八
五
〜
二
八
六
頁
）
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
相
対
的
に
言
っ
て
慶
應
義
塾
出
身
者
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

（
52
）
明
治
・
大
正
期
の
日
本
に
お
け
る
就
職
は
紹
介
者
や
学
校
成
績
の
影
響
力
が
強
か
っ
た
が
、
当
時
の
人
々
は
こ
れ
ら
を
正
当
な
も
の
と

考
え
て
い
た
（
福
井
康
貴
「
就
職
の
誕
生
―
―
戦
前
日
本
の
高
等
教
育
卒
業
者
を
事
例
と
し
て
」『
社
会
学
評
論
』
第
五
九
巻
第
一
号
、

二
〇
〇
八
年
、
一
九
八
〜
二
一
五
頁
）。
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